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北海道で活躍したイタリア人
フォスコ・マライーニ

高澤  光雄

北
大
に
留
学
し
ア
イ
ヌ
研
究

　

フ
ォ
ス
コ
・
マ
ラ
イ
ー
ニ
は
１
９
１
２
年

11
月
15
日
に
イ
タ
リ
ア
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に

生
ま
れ
た
。
旅
行
好
き
な
両
親
の
も
と
、

山
登
り
や
写
真
を
好
み
、
本
棚
に
は
旅
行

記
や
冒
険
談
が
並
ん
だ
。
幼
い
頃
に
河
口

慧
海
著
『
西
蔵
旅
行
記
』
の
英
訳
版
を
読

ん
で
、
辺
境
、
少
数
民
族
の
国
に
興
味
を

持
ち
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
大
学
で
は
人
類
学
を

学
ん
だ
。

　

日
本
の
国
際
学
友
会
外
国
人
研
究
者
奨

学
金
を
取
得
し
て
、
１
９
３
８
年
に
北
海

道
帝
国
大
学
に
留
学
。
10
月
31
日
に
イ
タ

リ
ア
を
出
発
し
、
12
月
15
日
午
後
７
時
、

猛
吹
雪
の
札
幌
に
到
着
し
た
。

　

翌
日
、
北
大
学
長
と
面
談
し
、
医
学

部
解
剖
学
教
室
の
児
玉
作
左
衛
門
教
授

を
紹
介
さ
れ
た
マ
ラ
イ
ー
ニ
は
ア
イ
ヌ
の

人
類
学
研
究
に
没
頭
。
大
学
に
通
い
な
が

ら
、
各
地
の
ア
イ
ヌ
コ
タ
ン
（
集
落
）
を

訪
れ
、
ア
イ
ヌ
民
族
が
祭
事
に
使
う
イ
ク

パ
ス
イ
（
酒
ベ
ラ
）
を
収
集
、
各
地
の
博

物
館
収
蔵
品
を
調
べ
上
げ
、
そ
の
研
究
成

果
は
１
９
４
２
年
に
東
京
の
イ
タ
リ
ア
文

化
会
館
か
ら
出
版
さ
れ
た
。

　

北
大
留
学
中
に
ア
イ
ヌ
コ
タ
ン
を
訪
れ

て
撮
っ
た
貴
重
な
写
真
は
、
戦
後
、
楡
書

房
か
ら
出
版
さ
れ
た
『
北
方
文
化
写
真

シ
リ
ー
ズ
Ｉ　

熊
祭
』（
更
科
源
蔵
著
／

１
９
５
４
年
４
月
）、『
北
方
文
化
写
真
シ

リ
ー
ズ
II　

ア
イ
ヌ
の
踊
』（
河
野
広
道
著

／
１
９
５
６
年
１
月
）
に
提
供

さ
れ
て
い
る
。

ペ
テ
ガ
リ
遭
難
と
イ
グ
ル
ー

　

１
９
４
０
年
１
月
５
日
、
ペ

テ
ガ
リ
岳
冬
季
初
登
頂
を
目
指

し
て
い
た
北
大
山
岳
部
員
９
人

が
コ
イ
カ
ク
シ
ュ
サ
ツ
ナ
イ
川
第

五
の
滝
付
近
で
雪
崩
に
遭
い
、

８
人
が
埋
没
死
し
た
。
北
大

山
岳
部
に
所
属
し
て
い
た
マ
ラ

イ
ー
ニ
も
こ
の
山
行
に
参
加
予

定
で
あ
っ
た
が
、
娘
の
病
気
で
３
日
遅
れ

て
出
発
。
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
で
声
を
張
り
上

げ
て
叫
ん
だ
が
、
何
の
応
答
も
な
か
っ
た
。

あ
き
ら
め
て
下
山
中
に
、
山
岳
部
先
輩
の

坂
本
直
行
と
行
き
会
い
、遭
難
事
件
を
知
っ

た
。

　

札
幌
に
帰
っ
た
マ
ラ
イ
ー
ニ
は
、
フ
ラ
ン

ス
の
マ
ラ
ヴ
ィ
エ
イ
ユ
夫
妻
が
モ
ン
ブ
ラ
ン

山
頂
で
１
週
間
イ
グ
ル
ー
（
雪
小
屋
）
に

滞
在
し
た
、
と
い
う
記
事
が
イ
タ
リ
ア
の

山
岳
雑
誌
に
載
っ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出

し
、
自
宅
前
で
イ
グ
ル
ー
造
り
の
実
験
を

重
ね
た
。
そ
し
て
同
年
１
月
27
日
、
手
稲

山
頂
上
で
、
ス
ト
ッ
ク
、
小
型
ス
コ
ッ
プ
、

鋸
を
使
い
イ
グ
ル
ー
を
造
っ
て
泊
ま
り
、
そ

の
手
記
と
写
真
が
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
。

２
月
16
日
に
は
芦
別
岳
、
３
月
10
日
に
は

十
勝
岳
で
も
イ
グ
ル
ー
を
造
っ
て
い
る
。
マ

ラ
イ
ー
ニ
は
、
イ
グ
ル
ー
を
使
用
し
て
い

れ
ば
重
い
テ
ン
ト
を
背
負
わ
ず
に
す
み
、

ペ
テ
ガ
リ
遭
難
は
防
げ
た
か
も
し
れ
な
い

と
述
べ
て
い
る
。

戦
時
中
は
敵
国
人
と
し
て
拘
束　
　

　

１
９
４
１
年
に
マ
ラ
イ
ー
ニ
は
イ
タ
リ

ア
語
教
師
と
し
て
京
都
帝
国
大
学
に
移
っ

た
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
、
太
平
洋
戦
争

勃
発
後
の
１
９
４
３
年
９
月
に
、
イ
タ
リ

ア
は
連
合
国
に
降
伏
。
バ
ド
リ
オ
政
権
が

ド
イ
ツ
に
宣
戦
布
告
し
た
た
め
、
イ
タ
リ

ア
は
日
本
に
と
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
日
独
伊

三
国
同
盟
の
同
盟
国
か
ら
敵
国
と
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
マ
ラ
イ
ー
ニ
一
家
５
人
は
敵
国

人
と
し
て
名
古
屋
・
天
白
の
収
容
所
に
収

容
さ
れ
る
。
監
視
の
警
官
が
食
料
を
横
領

し
て
収
容
者
に
は
ろ
く
に
食
事
が
与
え
ら

れ
ず
、
飢
餓
に
苦
し
む
状
況
に
抗
議
し
て

マ
ラ
イ
ー
ニ
は
ハ
ン
ス
ト
。
さ
ら
に
、
警
官

の
前
で
自
分
の
左
手
の
小
指
を
斧
で
切
断

し
て
怒
っ
た
。

　

そ
の
後
、
米
軍
に
よ
る
空
襲
が
激
化
。

マ
ラ
イ
ー
ニ
た
ち
は
１
９
４
５
年
５
月
に

愛
知
県
豊
田
市
の
広
済
寺
に
移
さ
れ
て
終

戦
を
迎
え
た
。
東
京
を
経
て
１
９
４
６
年

２
月
に
イ
タ
リ
ア
に
帰
国
し
た
。

カ
ラ
コ
ル
ム
で
の
邂
逅

　

１
９
５
８
年
、
マ
ラ
イ
ー
ニ
は
、
カ
ラ

コ
ル
ム
の
ガ
ッ
シ
ャ
ブ
ル
ム
IV
峰
（
G
4
）

に
初
登
頂
し
た
イ
タ
リ
ア
登
山
隊
に
参

加
。
同
時
期
に
カ
ラ
コ
ル
ム
で
は
、
芳

賀
孝
郎
会
員
も
参
加
し
た
京
都
大
学

（
A
A
C
K
）
隊
が
チ
ョ
ゴ
リ
ザ
峰
に
挑

み
、
初
登
頂
に
成
功
し
て
い
た
。
マ
ラ
イ
ー

ニ
は
、
G
4
登
頂
者
の
Ｗ
・
ボ
ナ
ッ
テ
ィ

ら
と
と
も
に
A
A
C
K
隊
の
ベ
ー
ス
キ
ャ

ン
プ
を
訪
問
し
、
互
い
の
登
頂
成
功
を
祝

い
合
っ
た
。

　
　

　

　

マ
ラ
イ
ー
ニ
が
著
し
た
G
4
登
山
隊
の

記
録
は
日
本
語
訳
が
『
ガ
ッ
シ
ャ
ブ
ル
ム

４　

カ
ラ
コ
ル
ム
の
峻
峰
登
頂
記
録
』（
牧

野
文
子
訳
・
理
論
社
／
写
真
❷
）
と
し
て

１
９
６
２
年
12
月
に
刊
行
さ
れ
た
。
マ
ラ

イ
ー
ニ
や
ボ
ナ
ッ
テ
ィ
ら
が
撮
影
し
た
カ

ラ
ー
写
真
も
豊
富
に
掲
載
さ
れ
た
３
８
０

ペ
ー
ジ
の
大
冊
で
、
裏
表
紙
カ
バ
ー
に
は
、

マ
ラ
イ
ー
ニ
た
ち
が
チ
ョ
ゴ
リ
ザ
隊
ベ
ー
ス

キ
ャ
ン
プ
を
訪
問
し
た
際
に
芳
賀
孝
郎
隊

員
が
撮
影
し
た
集
合
写
真
（
写
真
❶
）
が

使
わ
れ
て
い
る
。

札
幌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
機
に

　

高
澤
が
マ
ラ
イ
ー
ニ
に
初
め
て
会
っ
た

の
は
１
９
６
７
年
３
月
の
こ
と
。
坂
本
直

行
の
紹
介
で
彼
が
、
高
澤
の
勤
務
先
の
丸

善
札
幌
支
店
の
事
務
所
に
訪
ね
て
来
ら
れ

た
。
５
年
後
の
札
幌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向

け
て
イ
タ
リ
ア
語
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作

る
予
定
だ
が
、
参
照
す
る
ア
イ
ヌ
関
連
の

文
献
が
な
く
て
困
っ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ

た
。
翌
日
、
私
の
蔵
書
を
20
冊
ば
か
り
持

参
し
て
ご
覧
に
い
れ
る
と
大
変
喜
ば
れ
、

全
冊
を
譲
り
渡
し
た
。

　

こ
の
と
き
逆
に
私
か
ら
、
丸
善
で
外
国

人
向
け
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
土
産
に
は
何
が
い

い
か
あ
れ
こ
れ
考
え
て
い
る
の
だ
が
、
と
ア

ド
バ
イ
ス
を
求
め
る
と
、
東
京
国
立
博
物

館
蔵
の
富
岡
鉄
齋
筆
「
旧
蝦
夷
屏
風
」（
熊

祭
や
日
常
生
活
の
風
習
を
描
い
た
も
の
）

は
わ
か
り
や
す
い
の
で
、
そ
の
ミ
ニ
版
は

ど
う
だ
ろ
う
、
と
提
案
さ
れ
た
。

　

１
９
７
２
年
１
月
上
旬
、
マ
ラ
イ
ー
ニ

が
札
幌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
イ
タ
リ
ア
選
手

団
の
役
員
と
し
て
来
札
さ
れ
た
の
で
、
早

速
、
真
駒
内
の
選
手
村
に
表
敬
訪
問
。
彼

の
提
案
に
従
っ
て
京
都
・
便
利
堂
で
制
作

し
て
い
た
富
岡
鉄
齋
の
屏
風
二
曲
一
双
（
机

上
硯
箱
脇
に
飾
る
ミ
ニ
複
製
・
英
文
解
説

付
）
を
携
え
て
伺
う
と
、
そ
の
出
来
映
え

を
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
い
た
。

　

こ
の
と
き
に
マ
ラ
イ
ー
ニ
か
ら
い
た
だ
い

た
の
は
、
イ
タ
リ
ア
語
の
『
日
本
ス
キ
ー

場
案
内
（
特
集
・
北
海
道
）』（
写
真
❸
）。

表
紙
を
北
方
探
検
家
・
間
宮
林
蔵
の
絵
で

飾
り
、
ア
イ
ヌ
文
化
の
紹
介
に
多
く
の
ペ
ー

ジ
が
割
か
れ
て
い
た
。
併
せ
て
講
談
社
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
か
ら
出
版
さ
れ
た
英

文
の
『
J
A
P
A
N
』、
イ
タ
リ
ア
の
国
旗

を
あ
し
ら
っ
た
ネ
ク
タ
イ
ピ
ン
や
、
切
手
の

貼
っ
て
あ
る
書
状
も
何
通
も
い
た
だ
い
た
。

2
0
0
4
年
に
逝
去

　

日
本
山
岳
会
に
は
１
９
５
４
年
に
入
会

さ
れ
、
１
９
８
８
年
に
は
名
誉
会
員
に
推

挙
さ
れ
た
。

　

２
０
０
２
年
４
月
か
ら
６
月
に
か
け
、

山
岳
写
真
家
で
あ
る
水
越
武
会
員
の
尽
力

も
あ
っ
て
、
札
幌
の
北
海
道
立
文
学
館
で

「
フ
ォ
ス
コ
・
マ
ラ
イ
ー
ニ
写
真
展
︱
東
洋

へ
の
道
︱
」
が
開
催
さ
れ
、
私
が
マ
ラ
イ
ー

ニ
か
ら
い
た
だ
い
た
品
々
も
展
示
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
そ
の
2
年
後
の

２
０
０
４
年
６
月
８
日
、
マ
ラ
イ
ー
ニ
は

イ
タ
リ
ア
・
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
病
院
で
91
歳

の
生
涯
を
閉
じ
ら
れ
た

❶

❷

❸

ガッシャブルム
IV 峰 イグルー


